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（保健医療福祉学研究科、保健医療福祉学専攻共通）

IPW論（専門職連携実践論） 1･2前 2 ○ 3

保健医療福祉概論 1･2前 2 ○ 2 2

保健医療福祉研究法特論 1･2前 2 ○ 4

小計（３科目） － 6 0 9 0 2 0 0

生命と倫理 1･2前 2 ○ 2

医療福祉安全管理学 1･2前 2 ○ 兼１

医療福祉管理特論 1･2前 2 ○ 兼１

国際保健医療福祉論 1･2前 2 ○ 1

保健医療福祉とリハビリテーション 1･2前 2 ○ 3

小計（５科目） － 0 10 6 0 0 0 0 兼２

高次脳機能と病態制御 1･2前 2 ○ 2

予防医科学特論 1･2前 2 ○ 2

応用人体構造機能論 1･2前 2 ○ 4

小計（3科目） － 0 6 6 0 0 0 0

看護理論
1･2
前後

2 ○ 1 兼１

看護政策 1･2前 2 ○ 兼１

看護学教育論 1･2前 2 ○ 1

看護情報管理論 1･2前 2 ○ 1

看護管理システム論
1･2
前後

2 ○ 1 兼1

基礎看護技術・看護工学 1･2前 2 ○ 1

地域ケア支援論 1･2後 2 ○ 1

精神看護援助論 1･2後 2 ○ 1

成人看護援助論 1･2後 2 ○ 1

小児看護援助論 1･2後 2 ○ 2

老年看護援助論 1･2後 2 ○ 1

リプロダクティブヘルス論 1･2後 2 ○ 1

看護学演習 1･2後 2 ○ 6 2

看護学特別研究 1～2通 10 ○ 7 4
10単位
必修

小計（14科目） － 0 36 8 4 0 0 0 兼3
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別記様式第２号（その２）

授業形態

－

教 育 課 程 等 の 概 要

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（保健医療福祉学専攻（Ｍ））
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リハビリテーション基盤実践学特論
1･2
前後

2 ○ 2 1

障害基礎解析学特論
1･2
前後

2 ○ 1 2

運動解析学特論
1･2
前後

2 ○ 1 1

障害予防学特論
1･2
前後

2 ○ 1

運動器障害治療学特論 1･2前 2 ○ 1

内部機能障害治療学特論 1･2前 2 ○ 1

生活環境支援系理学療法学特論 1･2前 2 ○ 1 2

機能適用支援系作業療法学特論 1･2前 2 ○ 1

生活環境支援系作業療法学特論 1･2前 2 ○ 1 1

リハビリテーション学演習 1･2後 4 ○ 8 1 5

リハビリテーション学特別研究 1～2通 10 ○ 9 2 5
10単位
必修

小計（11科目） － 0 32 9 2 5 0 0 0

人間の生と性 1･2後 2 ○ 1

健康福祉科学特論
1･2
前後

2 ○ 1

健康福祉社会調査論
1･2
前後

2 ○ 1

健康福祉評価論 1･2後 2 ○ 1

健康支援カウンセリング論 1･2後 2 ○ 2

健康教育評価法 1･2前 2 ○ 2

理論病態情報論 1･2後 2 ○ 1

健康運動実践学特論 1･2前 2 ○ 2

福祉政策論 1･2後 2 ○ 1

地域福祉計画論 1･2前 2 ○ 1

ソーシャルワーク特論 1･2前 2 ○ 1

福祉工学論 1･2前 2 ○ 1

健康福祉科学演習 1･2後 2 ○ 11 2

健康福祉科学特別研究 1～2通 10 ○ 11 2
10単位
必修

小計（14科目） － 0 36 13 3 0 0 0 0

－ 6 120 34 9 5 0 0 兼5

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法
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保健衛生学関係、社会学・社会福祉学関係
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２年以上在籍し、共通科目で１０単位以上、専門科目２０単位以上（うち特別研究１０単
位）、合計３０単位以上を履修し、かつ、　必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査
及び試験に合格すること。

○共通科目：共通必修科目６単位、共通選択科目４単位以上（保健医療福祉統括科目
　　　　　　　　から２単位以上を選択。他専修の専門科目を２単位を上限として履修可）
○専門科目
　・看護学専修：看護基盤科学又は看護実践科学から４単位以上、看護学演習２単位
　・リハビリテーション学専修：演習科目を履修する場合は演習の分野に対応する特論
　　科目を履修
　・健康福祉科学専修：健康福祉基礎科学から4単位以上、健康行動実践学及び社会
　　福祉実践学からそれぞれ2単位以上

合計（50科目）

学位又は称号
修士（看護学）
修士（リハビリテーション学）
修士（健康福祉科学）
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授業期間等
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学位又は学科の分野

２期

１５週

９０分

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間
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